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 観客の固定化 
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進む観客の固定化 

○ 鑑賞行動者率（全国）の推移 ＜総務省社会生活基本調査＞ 
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※ 鑑賞行動者率： 1年間に各ジャンルについて一度でも鑑賞をした人の割合 
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進む観客の固定化 

○ 鑑賞行動者率（東京都）の推移 ＜総務省社会生活基本調査＞ 
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※ 鑑賞行動者率： 1年間に各ジャンルについて一度でも鑑賞をした人の割合 
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進む観客の固定化 

○ 参加率（全国）の推移 ＜レジャー白書＞ 
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出典：「レジャー白書2016」（（公財）日本生産性本部） 
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子供向け、親子向け事業へのニーズの高さ 

○ 働き方改革などによる余暇時間を活用した潜在需要（年代別） 
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出典：「ホール・劇場等に係る調査」（東京都） 

※ 調査対象5,382人に対して、「働き方改革などにより、今後、鑑賞機会は増加するか」と質問した際の
回答を年代別に分析 



 子供向け、親子向けの取組 

5 

子供向け、親子向け事業へのニーズの高さ 

○ 世帯構成別の非鑑賞理由 

出典：「ホール・劇場等に係る調査」（東京都） 

世帯構成
忙しくて時間
がない

公演の開催時
刻が合わない

ホールや劇場
で見たい、聞
きたいと思わ
ない

テレビや他の
メディア
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等）で十分

見に行きたい
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チケットを入手
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その他

一人暮らし 32.0% 6.0% 15.5% 12.8% 37.9% 14.7% 4.8% 19.1% 9.3% 3.1%

夫婦のみ 24.9% 6.2% 16.4% 15.3% 37.3% 5.2% 9.5% 22.1% 9.8% 4.5%

夫婦と未婚の子供
（小学生以下のみ） 53.5% 7.3% 10.3% 6.6% 23.6% 5.2% 4.5% 16.2% 8.2% 6.6%

夫婦と未婚の子供
（中学生以上あり）

31.5% 7.0% 14.2% 12.9% 38.5% 10.1% 8.2% 24.5% 10.6% 2.4%

二世代同居 33.6% 5.5% 16.7% 11.9% 36.3% 10.5% 6.2% 17.8% 9.9% 3.8%

三世代同居 35.7% 5.6% 14.7% 12.0% 37.2% 10.5% 9.0% 20.7% 8.3% 3.0%

その他 34.6% 6.3% 18.8% 12.5% 38.3% 9.6% 8.8% 22.9% 10.4% 7.1%
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子供向け、親子向け事業へのニーズの高さ 

○ 親子による鑑賞の潜在需要① 

出典：「レジャー白書2016」（（公財）日本生産性本部） 
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※ 親の期待率：5～14歳の子供の父親または母親が、「当該鑑賞を将来やってほしい」あるいは「今後も
続けてほしい」と回答した割合 
※ 子供の参加率：5～14歳の子供の父親または母親が、「当該鑑賞に子供が1年間に1回以上参加した」
と回答した割合 

※ 親の期待率：5～14歳の子供の父親または母親が、「当該鑑賞を将来やってほしい」あるいは「今後も
続けてほしい」と回答した割合 
※ 子供の参加率：5～14歳の子供の父親または母親が、「当該鑑賞に子供が1年間に1回以上参加した」
と回答した割合 
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子供向け、親子向け事業へのニーズの高さ 

○ 親子による鑑賞の潜在需要② 

※ 未婚の子供がいる1,650人に対して、「子供にライブ・エンタテイメントを体験させたい、 
 もしくは一緒に参加したい」と質問した際の回答（単数回答） 

出典：「ホール・劇場等に係る調査」（東京都） 

ライブ・エンタテイメントを子供に体験させたい、あるいは一緒に参加したいか 
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子供向け事業、親子向け事業について 

○ 子供向け、親子向け事業に対する大きな需要 

 比較的若い世代において、子供あるいは親子での実演芸術鑑賞に対する需要は大きい 

 東京都が行っている各ホール・劇場等に対するヒアリングにおいても、親子向け事業

が盛況であるとの声は多い 

○ 子供向け、親子向け事業の課題 

 子供向け、親子向け事業には細やかな対応のノウハウが必要 

 年少になればなるほど年齢層の違いによって適した鑑賞・体験コンテンツの差異が大

きく、異なる年齢層を一緒にした場合には混乱するケースも 

 ホール・劇場における託児サービスの問題 

多様な試み、ノウハウの広い共有が必要 

実演芸術で観客の固定化が進む中、また、社会的に子育て支援やダイ

バーシティ化が進む中、子供向け、親子向け事業の意義は大きい 
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【事例】東京文化会館 
    ミュージック・エデュケーション・プログラム 

○ ジャンルを超えた音楽の楽しさを体験しつつ、音楽によって創造性や協調 

 性を育む参加型の教育プログラム 

○ ポルトガルの音楽施設「カーザ・ダ・ムジカ」と連携し、日本でプロとし 

 て活躍できるワークショップ・リーダーを育成 

○ 歌やリズム遊び、ダンス等から楽器演奏・鑑賞まで、年齢別のプログラム 

 を用意し、子供から大人まで誰でも参加可能 

○ 館内に加えて東京芸術劇場・文京シビックホールにおけるワークショップ、 

 都内の小学校・特別支援学校へのアウトリーチを実施 

※ カーザ・ダ・ムジカ 

  ：「音楽の力で社会を改善する」という理念の下、乳幼児や高齢者、学校、福   

   祉施設、貧困地域などを対象にした多彩な音楽ワークショップ等により教育普 

   及プログラムに先進的に取り組む施設として国際的に知られる 
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【事例】東京文化会館 
    ミュージック・エデュケーション・プログラム 

(c)Mino Inoue 

(c)Mino Inoue 
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【事例】東京文化会館 
    ミュージック・エデュケーション・プログラム 

(c)Mino Inoue 

(c)Mino Inoue 
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【事例】東京芸術劇場バックステージツアー 

○ 学校の長期休み期間などに、小学生・中学生と保護者を対象に実施 

○ プレイハウスにおけるデモンストレーショ 

 ン見学、舞台スタッフとともに照明・音響 

 ・舞台機構の機材に実際に触れる体験、楽 

 屋などのバックヤード見学 など 

○ 劇場の裏側やスタッフワークを知ることで、新たな感動を喚起し、今後 

 の鑑賞体験の向上を企図 
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【事例】東京芸術劇場バックステージツアー 



 子供向け、親子向けの取組 

14 

【事例】東京芸術劇場バックステージツアー 
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【事例】上野の森バレエホリデイ 

  主催：(公財) 日本舞台芸術振興会  協力：東京文化会館 

○ バレエの殿堂・東京文化会館においてGWに開催される、「バレエをよ 

 く知る人も知らない人も、みんなで楽しめる」イベント 

○ 東京文化会館の協力により、ホールに加えて 

 ホワイエや通路に設置した特設ランウェイ、 

 屋外ステージなどで様々なイベントを集中開催 

 ＜イベントの例＞ 

   ・ 親子で楽しむファミリー公演 

   ・ バレエマルシェ、バレエカフェ 

   ・ はじめてのバレエレッスン 

   ・ バレエウェアコレクション 

   ・ 野外ステージでのダンス・パフォーマンス 

   ・ 文化会館バックステージツアー 

○ 初回の平成29年度は、２日間で3万人超が来場 
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【事例】上野の森バレエホリデイ 

photo:東京文化会館 
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【事例】上野の森バレエホリデイ 

photo:東京文化会館 

photo:東京文化会館 
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【事例】芸術体験ひろば 

  主催：(公社) 日本芸能実演家団体協議会、新宿区 

○ 毎年5月5日「こどもの日」に行われる、音楽、演劇、バレエ、能楽、邦 

 楽、演芸、奇術、絵画など様々なジャンルの芸術文化の体験イベント 

○ 「0歳から」「3歳から」「5歳から」 

 「小学生から」「どなたでも」と対象年齢 

 を細分化することにより、効果的に実施 

○ 地域の町会や商店会、飲食店、障害児者の 

 自立支援NPOなどとも連携し、こいのぼり 

 の掲揚などと合わせてお祭りムードを演出 



 子供向け、親子向けの取組 

19 

【事例】芸術体験ひろば 
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【事例】芸術体験ひろば 
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【事例】芸術体験ひろば 
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【事例】芸術体験ひろば 
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【事例】WORLD HAPPINESS 2017 

  開催日：平成29年8月6日（日）  会場：葛西臨海公園 汐風の広場 
  主催：WORLD HAPPINESS実行委員会 後援：東京都 

○ 昨年で10回目を迎えた音楽フェス 

  2017年は高橋幸宏氏・いとうせいこう氏がキュレーター 

  電気グルーヴ、TOWA TEI、くるり、みうらじゅん、スチャダラパー、 

  小山田圭吾、GLIM SPANKY、岡崎体育 らが出演 

○ 都心からアクセスしやすい利便性を活かし、 

 子供がいるファミリーを含め誰もが参加しや 

 すい都市型音楽イベントを目指す 

○ 長時間のコンサートで子供が飽きた場合等の 

 ため、ボールプールやアニメ鑑賞テント等から 

 なるキッズエリアを設置 

○ ASA-CHANGによるファミリー参加型の太鼓 

 ワークショップのほか、各種ワークショップを実施 
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【事例】WORLD HAPPINESS 2017 
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【事例】WORLD HAPPINESS 2017 
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【事例】WORLD HAPPINESS 2017 
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バリアフリー、多言語対応、セキュリティの取組 

○ バリアフリーと多言語対応推進について 

 平成29年4月障害者差別解消法施行 

   ⇒ 行政機関等や事業者に対して「不当な差別的取扱い」が禁止されるとともに、 

    「合理的配慮」の提供が義務付け 

 訪日旅行者が2016年に2,400万人を突破するなど、訪日・訪都外国人は年々増加し

ており、適切な多言語対応の推進が必要 

○ セキュリティの確保について 

 平成23年3月の東日本大震災以降、各地のホール・劇場等で避難訓練コンサートの実

施や避難訓練などの取組が進行 

 一方、2019年ラグビーW杯と東京2020大会を控え、テロ対策などが大きな課題に 

社会的な要請に加え、観客の固定化に抗して裾野を広げるためにも、バリアフ

リーや多言語対応の推進によるアクセシビリティの強化が必要 

  留意点：バリアフリーと多言語対応の共通性、移動円滑化と公演解説等 
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【事例】東京都歴史文化財団の取組 

都立文化施設等において、障害者がストレスなく芸術文化に触れる環境を整

えるため、次の事業を実施 

 ○ 美術館・博物館・ホール各館のバリアフリー状況調査 

 ○ 各館のWEBサイト等に掲載するアクセス動画・音声ガイド等の作成 

  の基礎となる調査 

 ○ 障害者への理解を深める研修の実施（差別解消法対応） 

   ＜研修内容＞ 

     ・ 障害の特性に合わせた接遇の仕方 

     ・ 広報物やウェブサイトを制作する際の留意事項 

     ・ 障害者が安全に鑑賞するために留意すべき事項 

     ・ 緊急時の対応              など 

※ 同財団では、バリアフリーのほか、多言語対応、セキュリティ強化等 

 について、美術館・博物館・ホール一体管理のメリットを活かして推進 
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【事例】インクルーシブな社会への取組（ミューザ川崎） 

○ 障害者との交流、鑑賞支援、芸術創造に向けて様々な事業を実施するにあ 

 たり、館内において部署を超えたプロジェクトチームを結成 

○ 公開セミナー＆ディスカッションの実施 

○ バリアフリーに関する研修会の実施 

 ＜平成28年度実施内容＞ 

  ・ 建築物等のバリアフリーと差別解消法への対応に係る講演 

  ・ 専門家や障害者の方によるバリアフリーチェック 

○ 「ミューザの日2017」における聴覚障害者の音楽鑑賞支援（試行） 

   協力：パイオニア（株）、国際障害者交流センター（ビッグアイ） 

収集した情報については、施設の具体的な改善につなげるとともに、 

神奈川県民ホールをはじめとする他館と情報交換 
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【事例】インクルーシブな社会への取組（ミューザ川崎） 

＜ミューザ川崎における施設の改善内容例＞ 

○ 視覚障害者が触って確かめることのできるホールの立体模型の作成 

○ 高齢者等が昇降時に安全に階段を利用できるよう、ホール客席の背もたれ 

 に手掛けを取り付け 

○ 車椅子利用者にとって利用しにくい 

 配置の冷水器を改善 

○ 緩い傾斜のため、利用者が足を踏み 

 外し、転倒することが多い箇所への 

 サイン設置及びカーペット色変更に 

 よる視覚的な注意喚起 

○ 車椅子利用者や小さな子供が利用 

 できるよう、ドリンクコーナーにロ 

 ーテーブルを導入 
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【事例】インクルーシブな社会への取組（ミューザ川崎） 

ホール客席に手掛けを取り付け 

見えづらい緩い傾斜のカーペット色を変更 
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【事例】インクルーシブな社会への取組（ミューザ川崎） 

車椅子の方も利用しやすいよう、冷水器を改善 

ローテーブルの導入 



 アクセシビリティ強化の取組（バリアフリー） 
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【事例】東京芸術劇場 鑑賞サポート 

○ 東京芸術劇場の鑑賞サポート（福祉サービス）の取組について 

東京芸術劇場では、車椅子用リフト、点字ブロック、身障者用トイレ、盲導犬

用トイレ、車椅子席、ヒアリングループ、UDトークといったバリアフリーの

ための設備に加え、鑑賞サポートの取組を実施 

＜演劇公演＞ 

  ・ 視覚障害者のための舞台説明会 

  ・ 視覚障害者のための音声ガイド 

  ・ 視覚障害者のための駅までの送迎 

  ・ 聴覚障害者のためのポータブル字幕機提供サービス 

  ・ 聴覚障害者のためのヒアリングループ作動 

＜音楽公演＞ 

  ・ 視覚障害者のための公演説明会 

  ・ 視覚障害者のための音声ガイド 

  ・ 視覚障害者のための駅までの送迎 

  ・ 聴覚障害者のための舞台字幕 

  ・ 聴覚障害者のためのヒアリングループ作動 
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【事例】東京芸術劇場 鑑賞サポート 

○ 視覚障害者のための舞台説明会 

視覚障害のある観客が演劇公演の上演中、よりイメージ豊かに作品を楽しめる

よう、公演当日鑑賞前に、スタッフが舞台美術や出演者、衣装などについて説

明するサービス 

○ 聴覚障害者のためのポータブル 

 字幕機提供サービス 

聴覚障害のある観客が演劇公演の鑑賞中、 

台詞や音などの文字情報を手元で確認で 

きるよう、字幕機を貸し出すサービス 

字幕機使用方法の説明にあたっては、 

利用者の希望に応じて、手話通訳か要約 

筆記者が立ち会う 
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【事例】東京芸術劇場 鑑賞サポート 

東京芸術劇場ランチタイム・パイプ
オルガンコンサートVol.115  
2016年1月14日(木) 12:15開演 

＜視覚障害者のための説明会の様子＞ 

「気づかいルーシー」（初演） 
2015年08月28日(金)15:00開演 
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【事例】(一社)コンサートプロモーターズ協会（A.C.P.C.） 

○ 平成29年4月の「障害者差別解消法」施行 

 を受け、障害者対応の実情について正会員 

 にアンケート調査を実施 

 ＜アンケート項目例＞ 

  ・ 通常行っている障害者対応 

  ・ 「合理的配慮」による障害者対応の変化 

  ・ 障害者の方々のライブ参加機会の増加について 

  ・ 要望やトラブルの事例と対応、今後の予防策 

○ 障害者差別解消法の解説やアンケート結果に 

 ついては、会報誌「A.C.P.C.navi」を通じて 

 情報共有 

 ※ 「A.C.P.C.navi」はWEB閲覧可能 

   http://www.acpc.or.jp/magazine/ 

http://www.acpc.or.jp/magazine/
http://www.acpc.or.jp/magazine/
http://www.acpc.or.jp/magazine/
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【事例】(一社)コンサートプロモーターズ協会（A.C.P.C.） 
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【事例】（公財）東京都歴史文化財団 多言語対応の取組 

○ 東京2020大会に向けたインバウンド需要の高まりに対応するため、 

 平成27年度に多言語対応に係る調査を実施（28年3月に報告書公表） 

 ＜調査項目の例＞ 

   ・ 一都三県の文化施設における多言語対応の実態 

   ・ 国内外の先進事例 

   ・ 都立美術館・博物館来訪者調査 

   ・ 外国人モニター調査 

○ 平成28年度、文化施設における多言語対応の 

 考え方や対応のポイント（アクセシビリティの 

 向上とコンテンツの魅力伝達）、対応の進め方 

 について多言語対応ハンドブックを作成・公開 

※ 調査報告書、ハンドブックはWEB閲覧可能 

https://www.rekibun.or.jp/about/activity/multilin

gual_efforts/ 

https://www.rekibun.or.jp/about/activity/multilingual_efforts/
https://www.rekibun.or.jp/about/activity/multilingual_efforts/
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【事例】（公財）東京都歴史文化財団 多言語対応の取組 
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バリアフリー、多言語対応に関する注意点 

◎ 完成されたマニュアル、絶対的な基準はない 

・具体的な課題や事例の洗い出しが不可欠 

・ホール・劇場、公演ごとの事情に応じた柔軟な 

 取組が必要 

 （地域、客層、ジャンル……etc） 

   例：言語数と見やすさの相反性 



＜危機管理マニュアルについて＞ 

 大半の施設において独自マニュアルを作成済、ないし作成中 

 大半の施設が「火災」「地震」を想定 

 約半数が「テロ」を想定、その他「風水害」「停電」「不審者」「爆破予告」等 

＜避難訓練について＞ 

 大半の施設が劇場スタッフ・委託業者の参加する総合防災訓練を実施 

 約１／３の施設が障害者避難誘導訓練を実施（主に車椅子搬送） 

 公立施設の約半数が避難訓練コンサートの実施経験ありないし実施予定 

＜その他＞ 

 貸館公演時の施設管理者のホール対応については、レベルが様々であった 

  ⇒ 施設と主催者における緊急時対応の共有、相互協力が一つの課題か 

    参考：劇場等演出空間運用基準協議会（基準協） 

       「劇場等演出空間の運用及び安全に関するガイドライン」 
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緊急時の対応について 

○ 危機管理についてのアンケート調査 

ホール・劇場等における危機管理対応の実態を把握するため、今年度実施 

対象：都公文協加盟館及び都内一部民間施設、首都圏一部公立施設 （回答32施設） 

http://www.kijunkyo.jp/img/archives/guideline2017.pdf
http://www.kijunkyo.jp/img/archives/guideline2017.pdf
http://www.kijunkyo.jp/img/archives/guideline2017.pdf
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【事例】避難体験オペラコンサート（新国立劇場、平成29年9月7日） 

○ 新国立劇場オペラパレスを会場として2014年に続いて2回目の実施 

○ 一般応募の観客に加えて劇場・舞台関係者など計約1,200名が参加 

○ 新国立劇場オペラ研修所修了生のオペラユニット「PIVOT!」による 

 オペラ・アリア集の最中に震度5強の地震が発生、その後舞台袖で火災 

 が発生したという想定で全観客がテラスへと避難 

○ 避難は全体としてスムーズに行わ 

 れ、消防署の講評後に上演再開、 

 アンコールの「トゥーランドット」 

 より“誰も寝てはならぬ”で閉幕 

○ 国立研究開発法人産業技術総合研 

 究所の協力により、最新の技術で 

 避難の様子を計測 
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【事例】避難体験オペラコンサート（新国立劇場、平成29年9月7日） 

＜コンサート当日の様子＞ 
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【事例】都立文化施設における手荷物検査 

海外におけるソフトターゲットに対するテロ事案の頻発を受け、東京2020大会開

催を控えてセキュリティ対策充実・強化の必要から、施設入場時に試行的に実施 

東京文化会館 
大ホール 

東京芸術劇場 
コンサートホール 

実施日 平成29年8月2日（水） 平成29年6月29日（木） 

実施時間 18:00～19:00 18:30～19:30 

公演名 ≪響の森≫ ナイトタイムパイプオルガンコンサート 

ポスト数 検査6P（3列） 
検査6P（3列） 

 

被検査者数 1,882人 789人 

禁止物発見 1個（本人申告） 無 

停滞の発生 50人×3列 5人 

※ 庭園美術館、江戸東京博物館、写真美術館、東京都美術館等でも実施 
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【事例】都立文化施設における手荷物検査 

＜東京芸術劇場における実施の様子＞ 
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【事例】都立文化施設における手荷物検査 

＜東京文化会館における実施の様子＞ 
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【事例】都立文化施設における手荷物検査 

＜判明した主な課題＞ 

○ 持ち込み禁止物の掲示がなく、来館者が何を検査されるのかわからない 

○ 来館者から、検査の精度が低い（簡単すぎる）との指摘 

○ 開演時間に合わせて来館者が集中した時に停滞が発生 

○ クロークで預かった荷物を検査するかどうか 

○ 検査場の手前で公演チラシを配布した結果、検査すべき荷物が増えた 
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【事例】「見せる化」の取組（ミューザ川崎） 

○ 「わくわくミューザ」をはじめとするコミュニティープログラム事業等に 

 ついて、広報戦略として、平成28年度から実施報告やリーフレットなど 

 写真付きの冊子にして発信することにより、PR 

○ 「音の放課後NEWS」は市内の小学 

 生全員に配布しており、各事業への 

 入口として普及の飛び道具に 

○ 共同事業をやっている他館の取組も参考とし、若手スタッフを中心にアイ 

 デアを出しながら実施 

○ そうした取組と、地域交流・音楽教 

 育・人材育成などの主催事業や東京 

 交響楽団との協働によるプログラム 

 などの活動が評価され、平成28年度 

 地域創造大賞（総務大臣賞）を受賞 
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【事例】「見せる化」の取組（ミューザ川崎） 
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【事例】「見せる化」の取組（ミューザ川崎） 
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【事例】県内施設等との連携の取組（神奈川県民ホール） 

○ 平成28年度に国際的・全国的な障害関連大会のホール利用が集中したこ  

 とを受け、施設を貸し出す側として大会成功のためにできることを模索 

 専門家からのアドバイスや当事者との対話を重視 

  ⇒ 平成28年9月 シンポジウム「すべての人のための文化施設であるた 

  めに」開催 -当事者・行政・施設管理者・主催者（イベンター）が参加-  

○ WEBサイト及びマネージメント講座においては、芸術文化の普及活動や人 

 材の育成、危機管理（トラブル対応、マニュアル作成など）もテーマに 

○ 上記の経験も踏まえ、築40年を超える同ホールにおける施設のユニバー 

 サルデザイン化（「少しずつバリアフリー化」）の取組について、WEBサ 

 イトで紹介するとともに、劇場運営マネージメント講座を開催 

○ 県内の公立ホールだけではなく、民間施設等とも連携 

 同じ県内の文化施設で貸し館を担当する者同士が集まり、ともに学び、悩 

 み、考え、神奈川県内施設のレベルアップを目指すことが目的 
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【事例】県内施設等との連携の取組（神奈川県民ホール） 

 ○ WEBサイト「神奈川県民ホールの取組み」 ○ 劇場運営マネージメント講座 

シリーズ 

「これからのインクルー  

 シブ社会と公立文化施  

 設の取り組み」 

第6回 視覚情報のユニバーサルデザイン化（色覚障害対応） 

シリーズ 

「基本を学びなおす」 

第4回 施設運営の慣習を法に照らす Vol.2（法律講座） 
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○ 東京都生活文化局 

  文化振興ホームページ「都の方針・取組」 

現在、東京都の以下の取組について掲載 

 ・ホール・劇場等問題に関する東京都の緊急の取組 

  （都内ホール・劇場等、スタジアム・アリーナ、野外会場の一覧を含む） 

 ・「ホール・劇場等施設のあり方」 

 ・「ホール・劇場等に係る調査・分析」報告書 

http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka

/bunka_seisaku/houshin_torikumi/ 

※ 今後、ポータルサイトとしてリニューアル予定 

○ 文化振興部企画調整課メールアドレス 

S0000572@section.metro.tokyo.jp 

http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/bunka_seisaku/houshin_torikumi/
http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/bunka_seisaku/houshin_torikumi/
http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/bunka_seisaku/houshin_torikumi/
http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/bunka_seisaku/houshin_torikumi/
mailto:S0000572@section.metro.tokyo.jp

